
「沖縄から世界へ」留学祭Okinawa2026
（留学祭Okinawa2026 実行委員会）

プロジェクトチームの
目的

①｢沖縄から世界への想いを持つ若者｣に「情報・お金・つながり」を届けることで、次なる一歩を踏み出すきっかけを創る。
②それを通して21世紀ビジョン基本計画にもある「国際理解の促進と主体的に行動する国際感覚に富む創造性豊かな人材の
育成」にも貢献する。

解決したい課題
・海外への挑戦における「情報・お金・つながり」が不足していることで、挑戦したくても挑戦しづらい環境にあること
・沖縄で活動する団体や企業は複数あるものの、横同士の繋がりや情報の分断が起きていることで、各団体のポテンシャルを活かしきれていないこ
と。（例えば、奨学金や留学プログラムをつくっているものの広報が弱かったり、帰国したら終わりになってしまっているなど）

関連するゴール 活動期間
2026年3月まで

その後も継続予定ですが、留学祭Okinawa2026としては3月まで

おきなわSDGsアクション
プランとの関係性

優先課題⑨ ⑨-3
地域課題に行政・地域・企業等の多様な関係者が持ち味をいかしつつ連携して推進する
パートナーシップを通じて、共助・共創型の社会を実現する。

優先課題⑪ ⑪-2
世界のウチナーンチュとの交流が活発に行われ、次世代へ安定的に継承されていく環境の
形成を実現する。

活動内容 及び 期待される成果

活動内容

1. 留学祭Okinawaの開催
- 沖縄出身×留学中/留学経験者/世界で活躍した方の登壇
- 留学に関する情報の発信や相談の機会
- 沖縄から世界を目指す学生への島ぐるみでのサポート

2. コミュニティやプラットフォームの運営
- 留学に関する情報の統一・発信
- 留学の相談 / 双方向につながる機会

(3.留学や世界への挑戦に対しての経済的支援の仕組みづくり)

期待成果

①留学祭Okinawa本番への参加人数
→海外に挑戦する意欲の醸成、情報や相談できる繋がりを得ること。
結果として、県の国際交流事業や海外留学に挑戦する人が増えること

②沖縄留学コミュニティ or 情報プラットフォームのユーザー数
→イベント後も、世界に挑戦できる土壌をつくることにつながる。

プロジェクトチームのイメージ

【記載要領】
・「プロジェクトチームのイメージ」を除き、原則とし
て、様式1-1に記載した内容を転記もしくは必
要に応じ要約して記入してください。
・行の高さ等は、適宜加工いただいて差し支え
ありません。
・「関連するゴール」は、以下からアイコンを選択
してください。
・「おきなわSDGsアクションプランとの関係性」に
ついては、様式1-1ではプルダウン選択でしたが、
本様式では様式1-1の内容を転記してください。
・「活動内容 及び 期待される成果」は、活動
内容に記載した活動を行うことによって、どのよう
な成果が期待されるかという因果関係のかたち
で記載してください。
・「プロジェクトチームのイメージ」は、本様式での
み記載いただく内容ですが、プロジェクトチームを
運営していくにあたって各参加者や関係者がどの
ように連携していくのか、どのように活動を推進し
ていくのかがわかるように、図を用いながら説明し
てください。

おきなわSDGsプラットフォームプロジェクトチーム活動計画 【様式1-2】

留学祭Okinawa
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主催・企画・運営

沖縄×留学
コミュニティ

学生・保護者

参加

沖縄県/
教育委員会

NPO/関連団体

県内学校

県内企業後援

各学校での宣伝依頼

宣伝

運営協力

協賛

宣伝


	スライド 0: 「沖縄から世界へ」留学祭Okinawa2026 （留学祭Okinawa2026 実行委員会）

